
　　「
前
回
来
た
時
に
は
何
も
な
か
っ
た

の
に
」。
時
空
を
飛
び
越
え
た
よ
う
な

不
思
議
な
感
覚
に
と
ら
わ
れ
、
車
を
降

り
た
。
１
年
前
、
タ
イ
ヤ
が
穴
に
落
ち

る
た
び
に
土
ぼ
こ
り
が
舞
い
上
が
る
中

を
そ
ろ
り
そ
ろ
り
と
進
ん
だ
道
路
は
見

違
え
る
よ
う
に
舗
装
さ
れ
、
ゴ
ー
ッ
と

い
う
エ
ン
ジ
ン
音
と
と
も
に
大
型
ト
ラ

ッ
ク
が
行
き
交
っ
て
い
る
。
整
地
を
終

え
た
区
画
の
前
に
は
企
業
名
が
書
か
れ

た
看
板
が
誇
ら
し
げ
に
掲
げ
ら
れ
、
建

設
作
業
員
た
ち
が
立
て
る
槌
音
が
、
カ

ー
ン
、
カ
ー
ン
と
雨
期
明
け
の
空
に
響

く
。「
何
も
な
い
」
野
原
が
た
だ
延
々

と
広
が
っ
て
い
た
大
地
は
、
今
、
力
強

い
鼓
動
を
打
ち
始
め
て
い
た
。

　
こ
こ
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
最
大
都
市

ヤ
ン
ゴ
ン
か
ら
南
東
に
約
１
時
間
車
を

走
ら
せ
た
テ
ィ
ラ
ワ
地
区
。
日
本
と
ミ

ャ
ン
マ
ー
に
と
っ
て
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
言
え
る
経
済
特
区
（
S
E

Z
）
開
発
の
舞
台
だ
。
東
京
の
品
川
区

よ
り
少
し
広
い
約
２
４
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
土
地
を
、
こ
の
国
で
初
め
て
の
近

代
的
な
工
業
団
地
を
中
心
と
し
た
経
済

特
区
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
よ
う
と
い
う

壮
大
な
計
画
が
、
両
国
の
肝
い
り
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。
開
発
を
手
掛
け
る
の

は
、
住
友
商
事
、
丸
紅
、
三
菱
商
事
の

３
商
社
と
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
、
み
ず

ほ
、
三
井
住
友
の
３
メ
ガ
バ
ン
ク
、
そ

し
て
J
I
C
A
か
ら
成
る
日
本
勢
が
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
や
現
地
企
業
と
の
共

同
出
資
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
た
「
ミ
ャ

ン
マ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
・
テ
ィ
ラ
ワ
・
デ

ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
M
J
T
D
）」
で

あ
る
。
昨
年
９
月
に
は
、
先
行
し
て
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
た
約
４
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
ゾ
ー
ン
A
の
中
の
第
一
期
区

画
が
オ
ー
プ
ン
し
、
麻
生
太
郎
財
務
大

臣
や
ニ
ャ
ン
ト
ゥ
ン
副
大
統
領
ら
両
国

の
要
人
が
駆
け
付
け
て
、
華
々
し
く
セ

レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
た
。
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
た
メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の
前
に

立
つ
と
、
当
日
の
活
気
と
高
揚
感
が
浮

か
ん
で
く
る
よ
う
だ
。

　
約
５
１
０
０
万
人
の
人
口
を
擁
す
る

こ
の
国
に
期
待
す
る
企
業
は
多
く
、
土

地
の
売
れ
行
き
は
好
調
だ
。
２
０
１
５

年
12
月
22
日
現
在
で
53
社
の
契
約
が
成

立
。
す
で
に
創
業
を
開
始
し
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。
う
ち
28
社
が
日

本
企
業
だ
。
そ
の
一
つ
、
自
動
車
用
ス

ピ
ー
カ
ー
な
ど
を
製
造
・
販
売
す
る
フ

ォ
ス
タ
ー
電
機
は
２
０
１
４
年
10
月
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
あ
る
子
会
社
の
生
産

拠
点
を
こ
こ
テ
ィ
ラ
ワ
に
開
設
す
る
こ

と
を
発
表
し
た
。
吉
澤
博
三
社
長
は
、

「
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
ま
さ
に
ラ
ス
ト
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
安
定

開業式の後、SEZのメインゲート前では華 し々くテープカットが行われた

両
国
の
官
民
が
共
同
開
発
す
る

シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

特集 ASEAN
統合時代の幕開け

長
い
軍
政
時
代
の
後
に
、「
ラ
ス
ト
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て

国
際
社
会
か
ら
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
。

日
本
と
テ
ィ
ラ
ワ
地
区
で
共
同
開
発
を
進
め
る
経
済
特
区
（
S
E
Z
）
は
、

両
国
の
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
と
同
時
に
、

新
時
代
を
迎
え
た
A
S
E
A
N
の
飛
躍
を
支
え
る
拠
点
に
な
る
。

世
界
で
最
も
熱
い
挑
戦
の
現
場
を
訪
ね
た
。

国
と
地
域
の
飛
翔
支
え
る

テ
ィ
ラ
ワ
経
済
特
区

［上］早 と々工場を建設し、2015年
中に操業を開始した企業もある
［下］ティラワ地区に入ると、あちこち
でSEZの看板を見掛ける。必ず日本
とミャンマーの国旗が入っている
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的
な
拡
大
に
と
っ
て
非
常
に
魅
力
的
」

だ
と
話
す
。

　
フ
ォ
ス
タ
ー
電
機
の
よ
う
な
外
資
企

業
が
こ
れ
ま
で
に
投
資
し
た
金
額
は
、

６
億
米
ド
ル
に
上
り
、
１
万
４
０
０
０

人
の
雇
用
が
生
み
出
さ
れ
た
。
数
年
以

内
に
は
、
ゾ
ー
ン
A
だ
け
で
投
資
総
額

が
10
億
米
ド
ル
に
達
し
、
国
全
体
の
輸

出
の
３
〜
４
％
が
こ
こ
か
ら
出
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
の
試
算
も
あ
る
。
ミ
ャ

ン
マ
ー
経
済
を
浮
揚
さ
せ
る
起
爆
剤
と

い
う
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
課
さ
れ
た

こ
の
土
地
は
、
国
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
熱
い
期
待
に
よ
っ
て
、
は
や
く
も
沸

騰
寸
前
だ
。

　
テ
ィ
ラ
ワ
S
E
Z
は
、
こ
れ
ま
で
の

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
工
業
団
地
と
は
ま
っ
た

く
性
質
が
異
な
っ
て
い
る
。
M
J
T
D

の
梁
井
崇
史
社
長
は
、「
ハ
ー
ド
の
イ

ン
フ
ラ
と
ソ
フ
ト
の
法
制
度
が
両
輪
で

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
価
値
が
飛

躍
的
に
高
ま
っ
て
い
る
」と
胸
を
張
る
。

　
例
え
ば
電
気
や
水
道
、道
路
な
ど
は
、

こ
れ
ま
で
入
居
企
業
自
身
が
最
寄
り
の

発
電
所
や
浄
水
場
か
ら
引
い
て
整
備
す

る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
タ
イ
や
ベ
ト

ナ
ム
に
比
べ
て
ど
う
し
て
も
条
件
が
悪

か
っ
た
。
し
か
し
、
テ
ィ
ラ
ワ
S
E
Z

で
は
区
画
ご
と
に
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ

れ
る
た
め
、
近
隣
国
に
負
け
な
い
環
境

で
操
業
が
可
能
だ
。
急
ピ
ッ
チ
で
進
む

送
配
電
線
や
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、
ア

ク
セ
ス
道
路
お
よ
び
テ
ィ
ラ
ワ
港
の
工

事
は
、
日
本
の
円
借
款
や
無
償
資
金
協

力
に
よ
っ
て
進
ん
で
い
る
。「
イ
ン
フ

ラ
は
、
現
時
点
で
完
成
し
て
い
な
く
て

も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
進
出
を
検
討
中

の
企
業
が
、
工
場
を
建
設
し
、
人
材
を

採
用
し
て
本
格
稼
動
す
る
ま
で
の
間
に

確
実
に
整
備
さ
れ
る
と
い
う
事
実
自
体

が
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
安
心
材
料
な
の

で
す
」
と
梁
井
社
長
は
指
摘
す
る
。

　
し
か
し
、
い
く
ら
イ
ン
フ
ラ
が
整
備

さ
れ
て
も
、
透
明
で
公
正
な
法
制
度
が

な
け
れ
ば
、
本
当
の
意
味
で
投
資
環
境

が
整
え
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

こ
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

が
、
S
E
Z
管
理
委
員
会
と
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
O
S
S
C
）

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
S
E
Z
管
理
委

員
会
は
投
資
認
可
や
輸
入
許
可
な
ど
を

所
管
。
一
方
、
O
S
S
C
は
投
資
申
請

の
受
け
付
け
や
承
認
に
加
え
、
会
社
の

登
記
や
労
働
登
録
の
発
給
、
ビ
ザ
の
発

行
、
輸
出
入
の
通
関
手
続
き
な
ど
、
テ

ィ
ラ
ワ
S
E
Z
内
で
の
企
業
活
動
に
必

要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
的
に
提
供

し
て
い
る
。
O
S
S
C
に
は
、
前
出
の

S
E
Z
管
理
委
員
会
に
加
え
て
、
投
資

企
業
管
理
局
や
労
働
省
、
建
設
省
、
環

境
省
、
税
関
、
入
国
管
理
局
な
ど
計
10

省
庁
か
ら
の
出
向
者
が
集
ま
っ
て
い
る

た
め
、
通
常
な
ら
１
年
以
上
か
か
る
投

資
認
可
手
続
き
が
１
カ
月
以
内
で
す
む

上
、
外
貨
の
借
り
入
れ
や
建
築
に
関
す

る
許
認
可
も
こ
こ
で
取
得
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
革
新
的
な
仕
組
み
を
支
え

て
日
々
奮
闘
し
て
い
る
の
は
、
コ
ー
エ

イ
総
合
研
究
所
顧
問
の
松
井
洋
一
さ

ん
。
民
間
企
業
の
海
外
事
業
部
で
勤
務

し
た
後
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
裾
野
産
業

の
振
興
に
携
わ
っ
た
り
、
ラ
オ
ス
や
カ

ン
ボ
ジ
ア
で
S
E
Z
開
発
と
投
資
誘
致

に
奔
走
す
る
な
ど
、
豊
富
な
経
験
を
持

っ
て
い
る
。
新
S
E
Z
法
や
S
E
Z
規

則
の
草
案
を
作
成
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政

府
か
ら
の
信
頼
も
厚
い
松
井
さ
ん
が
各

種
許
認
可
の
手
続
き
整
備
な
ど
を
実
践

的
に
支
援
し
て
い
る
こ
と
で
、
テ
ィ
ラ

ワ
S
E
Z
の
強
み
は
一
層
際
立
つ
も
の

に
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
両
国
に
と
っ
て
、

シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
言
え
る
テ

ィ
ラ
ワ
S
E
Z
。
そ
の
開
発
は
、
A
S

E
A
N
全
体
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
味

が
あ
る
。

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
長
年

に
わ
た
り
、
軍
事
政
権
の
支
配
下
に
置

か
れ
て
い
た
。
こ
の
間
、
民
主
化
を
求

め
る
人
々
が
弾
圧
さ
れ
る
な
ど
悲
し
い

事
件
も
経
験
し
、「
悪
の
枢
軸
」
と
呼

ば
れ
て
国
際
社
会
か
ら
孤
立
し
た
。
２

０
１
１
年
の
民
政
移
管
以
来
、
ラ
ス
ト

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
急
速
に
注
目
が

高
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
国
に

本
当
に
民
主
化
が
根
付
く
か
ど
う
か

は
、い
ま
だ
に
手
探
り
の
部
分
も
あ
る
。

変
化
を
止
め
な
い
た
め
に
必
要
な
の

は
、
昨
日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明
日

と
確
実
に
暮
ら
し
が
上
向
き
、「
民
主

化
し
て
良
か
っ
た
」
と
人
々
に
実
感
し

て
も
ら
う
こ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
直

接
投
資
を
呼
び
寄
せ
、
特
に
製
造
業
を

盛
り
立
て
て
経
済
発
展
を
実
現
す
る
こ

と
は
一
つ
の
道
筋
」
だ
と
梁
井
社
長
は

考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
テ
ィ
ラ
ワ
S

E
Z
は
、
単
な
る
投
資
の
拡
大
だ
け
で

な
く
、
民
主
化
の
定
着
と
地
域
の
安
定

を
に
ら
む
重
要
な
〝
仕
掛
け
〞
な
の
だ
。

　
ま
た
、
日
本
工
営
ヤ
ン
ゴ
ン
港
開
発

事
務
所
長
を
務
め
る
傍
ら
、
S
E
Z
に

隣
接
す
る
テ
ィ
ラ
ワ
港
の
整
備
も
手
掛

け
る
石
見
和
久
さ
ん
は
、
テ
ィ
ラ
ワ
開

発
の
意
義
を
A
S
E
A
N
物
流
の
観
点

か
ら
読
み
解
く
。
石
見
さ
ん
は
ま
ず
、

国
際
輸
出
入
の
９
割
を
取
り
扱
う
ヤ
ン

ゴ
ン
港
に
つ
い
て
「
こ
こ
で
扱
う
貨
物

の
ほ
と
ん
ど
が
中
国
内
陸
部
発
着
」
だ

と
指
摘
。
さ
ら
に
、「
水
深
が
浅
く
、
大

型
船
が
直
接
入
港
で
き
な
い
た
め
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
な
ど
へ
の
長
距
離
輸
送
の
際

は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港
や
コ
ロ
ン
ボ
港

な
ど
で
積
み
替
え
る
必
要
が
あ
る
」
と

し
た
上
で
、「
今
後
は
、
テ
ィ
ラ
ワ
港

が
S
E
Z
か
ら
A
S
E
A
N
に
製
品
を

輸
出
す
る
重
要
な
拠
点
と
し
て
、
さ
ら

に
は
A
S
E
A
N
全
体
の
物
流
の
中
心

地
の
一
つ
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と

は
間
違
い
な
い
」
と
話
す
。

　
一
方
、
松
井
さ
ん
は
、
テ
ィ
ラ
ワ
S
E

Z
の
進
む
先
に
、
単
な
る
工
業
団
地
の

開
発
を
超
え
た
可
能
性
を
見
て
い
る
。

「
縫
製
業
や
軽
工
業
品
、
産
業
用
素
材

な
ど
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
外
の
市
場
を
狙

う
製
造
業
だ
け
で
な
く
、環
境
や
物
流
、

人
材
開
発
、
不
動
産
と
い
っ
た
サ
ー
ビ

ス
業
の
進
出
も
増
え
て
い
る
」
と
指
摘

す
る
松
井
さ
ん
。
将
来
的
に
は
、
ホ
テ

ル
や
学
校
、
病
院
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
な
ど
も
建
設
さ
れ
、
中
長
期
的
な

不
動
産
開
発
が
進
む
こ
と
で
、
工
業
だ

け
で
な
く
商
業
、
医
療
、
教
育
、
住
ま

い
ま
で
揃
っ
た
、
い
わ
ば
モ
デ
ル
タ
ウ

ン
が
生
ま
れ
る
は
ず
だ
と
夢
を
膨
ら
ま

せ
る
。
思
い
描
く
の
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
人
々
が
憧
れ
る
よ
う
な
「
夢
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
」
や
「
新
し
い
モ
ノ
づ
く

り
」
が
次
々
と
発
信
さ
れ
る
街
の
創
出

だ
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
数
人
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
経
営
者
た
ち
か
ら
、「
テ
ィ
ラ

ワ
に
生
ま
れ
る
の
は
〝
リ
ト
ル
・
ト
ー

キ
ョ
ー
〞
だ
よ
ね
」
と
言
わ
れ
た
ん
で

す
―
―
。
そ
う
言
っ
て
、
松
井
さ
ん
は

満
足
気
に
微
笑
む
。

　
お
り
し
も
、
２
０
１
５
年
末
に
は
A

S
E
A
N
経
済
共
同
体
（
A
E
C
）
が

設
立
さ
れ
た
。
A
S
E
A
N
が
新
し
い

時
代
に
突
入
し
た
一
方
、関
税
が
今
後
、

全
廃
さ
れ
る
こ
と
で
、
生
産
力
が
弱
く

サ
ー
ビ
ス
業
も
立
ち
遅
れ
て
い
る
ミ
ャ

区
画
ご
と
に
イ
ン
フ
ラ
を
整
備

手
続
き
の
一
元
化
も
実
現

民
主
化
の
定
着
と

物
流
の
カ
ギ
握
る
地
域
の
要

工
業
団
地
の
先
に
生
ま
れ
る

革
新
的
な
モ
デ
ル
タ
ウ
ン

特集 ASEAN
統合時代の幕開け

ミャンマー・ジャパン・ティラワ・ディベロップメント
（MJTD）の梁井崇史社長兼CEO

ン
マ
ー
が
、
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
に

席
巻
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
す
る
声
も
あ

る
。
外
貨
を
積
極
的
に
呼
び
込
ん
で
、

こ
れ
ま
で
輸
入
し
て
い
た
製
品
を
国
産

化
し
、
付
加
価
値
を
つ
け
て
国
外
に
発

信
し
て
い
く
こ
と
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
が

今
後
も
A
S
E
A
N
の
中
で
製
品
の
製

造
か
ら
流
通
、
販
売
に
関
わ
り
続
け
る

上
で
、
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
だ
。

　
A
S
E
A
N
新
時
代
に
お
け
る
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
将
来
像
を
占
う
経
済
特
区
が

こ
こ
テ
ィ
ラ
ワ
の
地
に
結
実
し
、
新
し

い
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
像
が
生
ま
れ
る
日

は
、
そ
う
遠
く
な
い
。

（
編
集
部
：
玉
懸
光
枝
）

［上］開発が進むゾーンAの様子。送電線が整備され、大型トラックが頻繁に行き交う
［下］ティラワ港につながるアプローチ道路も着 と々工事が進んでいる

ラワ・ディベロップメント
長兼CEO

ヤンゴン市内と対岸の
町ダラを結ぶ旅客フェ
リーが就航し、１日３万
人が行き来するヤンゴ
ン港（左）。この国の国
際貨物の９割を取り扱
う国際港でもあり、近く
にはコンテナヤードが
広がる（下）
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